
大学推進型 採択機関紹介
2020年度開始～2024年度終了予定

（2023年6月時点）

持続的な起業活動支援に向けた取り組み起業活動支援プログラムの内容

•研究開発課題：5〜6 件/年を予定
•大学独自で実施している の
一類型として実施し、体系的な支援を実施

•ディープテックのビジネス創出に長けた専門
機関のハンズオン的支援

•外部機関と連携した高水準のビジネス創出・
経営支援プログラムを提供

• 大学の人的ネットワークを活用しつつ、事業分野やベンチ
ャーの成長ステージに応じた多様な支援者・機関を確保し
、実践的ノウハウを効果的に提供する体制を目指す

• 提携VCからの寄付を財源として大学独自の取り組みをス
タートしており、別の外部投資家・投資機関との連携を含
め、本学発ベンチャーを介した社会実装に向けた多様な協
業の姿を模索

2020年度・・・応募9件、採択5件。うち3件が起業（ハインツテック社、Ussio Lab.社
、こころみ社）、1件がBlockbuster TOKYOに採択。

2021年度・・・応募6件、採択5件。

2022年度・・・応募5件、採択4件。うち1件が大学の冠VC（早稲田大学ベンチャー
ズ）の出資を受けて起業（BioPhenoMA社）

2023年度・・・応募6件、採択4件

活動成果

知財創出、ベンチャー起業・アクセラレーション、産官学連携、高付加価値製品創出、人材育成をスパイラ
ルアップし社会への貢献を目指す早稲田オープンイノベーション・エコシステムを、本事業を駆動力として推
進。経営・財務・法律など起業に必要なチーム構築支援を、提携ＶＣからのアドバイスも得ながら進め、質の
高い活動支援プログラムの提供を目指す。

目指すベンチャーエコシステム

PoC遂行時
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今後の方向性の合意形成期間
（支援者に優先権あり）

START/SCORE申請

起業

Brave（BNV社独自GAP
ファンドプログラム）

支援者は
ここまで
でExitモデ
ルを作成

• 研究遂行
• 特許、ソフ

トウェア、
ノウハウ等の大

学承継

将来起業する場合は、出願
特許をベンチャーに専用実
施権としてライセンスする
ことを想定、対価は新株予
約権で大学が確保

PoC終了後

報告
会
（公
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他のアクセラレータ
ー・

プログラムへの申請

必ずいずれか
を選択

外部機関（
R&D大企業、
エンジェル投
資家、VC）も

参加可

【PoCの流れ】
採択

PoCプログラム支援
会議が定める者（資
金提供者または有識

者）

ハンズオン的支援

アクセラレータ
ー・プログラム
、ピッチイベン
トなどへの参加
（後述）

主幹機関：早稲田大学
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